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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 9月 5日 (2007.9.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】
　 セ ル ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 セ ル ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン 端 子 間 に 並 列 接 続 さ れ
た 強 誘 電 体 キ ャ パ シ タ と か ら 構 成 さ れ る メ モ リ セ ル を 少 な く と も 複 数 個 直 列 接 続 し た も の
か ら な る 、 複 数 の メ モ リ セ ル ブ ロ ッ ク と 、
　 前 記 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ る 複 数 の ワ ー ド 線 と 、
　 前 記 メ モ リ セ ル ブ ロ ッ ク に 接 続 さ れ る 複 数 の ビ ッ ト 線 対 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 に 接 続 さ れ 、 前 記 各 ビ ッ ト 線 対 の ビ ッ ト 線 間 の 信 号 差 を 増 幅 す る 複 数 の
増 幅 回 路 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 内 、 メ モ リ セ ル の デ ー タ が 読 み 出 さ れ な い 参 照 ビ ッ ト 線 の 電 位 を 発 生
し 、 少 な く と も １ 個 の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る ダ ミ ー セ ル 回 路 と 、 を 有 す る 半 導 体 記
憶 装 置 に お い て 、
　 　 ス タ ン バ イ 時 に は 、 前 記 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 １ の 端 子 は Vssよ り 高 い 第 １ の 電 位
に プ リ チ ャ ー ジ さ れ 、 前 記 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 ２ の 端 子 は Vssに プ リ チ ャ ー ジ さ れ 、
　 　 ア ク テ ィ ブ 時 に は 前 記 第 １ の 端 子 は 、 前 記 参 照 ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 端 子
は Vssか ら そ れ よ り 高 い 第 ２ の 電 位 に 引 き 上 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】
　 セ ル ト ラ ン ジ ス タ と 強 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 直 列 接 続 か ら な る 複 数 の メ モ リ セ ル と 、
　 前 記 セ ル ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ る 複 数 の ワ ー ド 線 と 、
　 前 記 メ モ リ セ ル に 接 続 さ れ る 複 数 の ビ ッ ト 線 対 か ら な る メ モ リ セ ル ア レ イ と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 に 接 続 さ れ 、 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 信 号 差 を 増 幅 す る 複 数 の 増 幅 回 路 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 の １ つ に 、 メ モ リ セ ル の デ ー タ が 読 み 出 さ れ な い 参 照 ビ ッ ト 線 の 電 位 を
発 生 し 、 少 な く と も １ 個 の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る ダ ミ ー セ ル 回 路 と 、 を 有 す る 半 導
体 記 憶 装 置 に お い て 、
　 　 ス タ ン バ イ 時 に は 、 前 記 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 １ の 端 子 は 、 Vssよ り 高 い 第 １ の 電
位 に プ リ チ ャ ー ジ さ れ 、 前 記 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 ２ の 端 子 は Vssに プ リ チ ャ ー ジ さ れ
、
　 　 ア ク テ ィ ブ 時 に は 、 前 記 第 １ の 端 子 は 前 記 参 照 ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 端 子
は 、 Vssか ら そ れ よ り 高 い 第 ２ の 電 位 に 引 き 上 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置



。
　 　 【 請 求 項 ３ 】
　 セ ル ト ラ ン ジ ス タ と 強 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 直 列 接 続 を そ れ ぞ れ が 含 む 複 数 の メ モ リ セ ル
と 、
　 前 記 セ ル ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ る 複 数 の ワ ー ド 線 と 、
　 前 記 セ ル ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ る 複 数 の ビ ッ ト 線 対 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 に 接 続 さ れ 、 前 記 各 ビ ッ ト 線 対 の ビ ッ ト 線 間 の 信 号 差 を 増 幅 す る 複 数 の
増 幅 回 路 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 の １ つ に 、 メ モ リ セ ル の デ ー タ が 読 み 出 さ れ な い 参 照 ビ ッ ト 線 の 電 位 を
発 生 し 、 少 な く と も １ 個 の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る ダ ミ ー セ ル 回 路 と 、 を 有 す る 半 導
体 記 憶 装 置 に お い て 、
　 ス タ ン バ イ 時 に は 、 前 記 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 １ の 端 子 は Vssよ り 高 い 第 １ の 電 位 に
プ リ チ ャ ー ジ さ れ 、 前 記 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 ２ の 端 子 は Vssに プ リ チ ャ ー ジ さ れ 、
　 　 ア ク テ ィ ブ 時 に は 前 記 第 １ の 端 子 は 、 前 記 参 照 ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 端 子
は Vssか ら そ れ よ り 高 い 第 ２ の 電 位 に 引 き 上 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 端 子 は 、 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 、 ビ ッ ト 線 対 の １ つ の ビ ッ ト 線 に 接 続
さ れ 、 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 、 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 他 の １ つ の ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ 、
第 ３ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 、 前 記 第 １ の 電 位 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な
い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ３ の ト ラ ン ジ ス タ は 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ と は 逆 の 位 相 で 動 作 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 端 子 は 、 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 、 各 ビ ッ ト 線 対 の １ つ の ビ ッ ト 線 に 接
続 さ れ 、 第 ３ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 、 第 １ の 電 位 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ３ の ト ラ ン ジ ス タ は 前 記 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ と は 逆 の 位 相 で 動 作 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ の 電 位 と 第 ２ の 電 位 は 等 し い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載
の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 端 子 が 前 記 参 照 ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ た 後 に 、 前 記 第 ２ の 端 子 が Vssか ら 、 Vss
よ り 高 い 第 ２ の 電 位 に 引 き 上 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記
載 の 半 導 体 記 憶 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】
　 セ ル ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 セ ル ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン 端 子 間 に 並 列 接 続 さ れ
た 強 誘 電 体 キ ャ パ シ タ と か ら 構 成 さ れ る メ モ リ セ ル を 少 な く と も 複 数 個 直 列 接 続 し た も の
か ら な る 、 複 数 の メ モ リ セ ル ブ ロ ッ ク と 、
　 前 記 セ ル ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ る 複 数 の ワ ー ド 線 と 、
　 前 記 メ モ リ セ ル ブ ロ ッ ク に 接 続 さ れ る 複 数 の ビ ッ ト 線 対 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 に 接 続 さ れ 、 前 記 各 ビ ッ ト 線 対 の ビ ッ ト 線 間 の 信 号 差 を 増 幅 す る 複 数 の
増 幅 回 路 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 第 １ の ビ ッ ト 線 の 第 １ の 電 位 を 生 じ る 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有
す る 第 １ の ダ ミ ー セ ル 部 お よ び 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 第 ２ の ビ ッ ト 線 の 第 ２ の 電 位 を 生 ず る 第
２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る 第 ２ の ダ ミ ー セ ル 部 を 含 む ダ ミ ー セ ル 回 路 と 、 を 備 え た
半 導 体 記 憶 装 置 に お い て 、
　 　 前 記 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 １ の 端 子 は 、 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 前
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記 第 １ の ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ る と と も に 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 第 １ の ダ ミ ー セ ル の
電 源 電 圧 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 ２ の 端 子 は 、 第 １ の ダ ミ ー
プ レ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 １ の 端 子 は 、 第 ３ の
ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 前 記 第 ２ の ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ る と と も に 第 ４ の ト ラ ン ジ ス タ を 介
し て 第 ２ の ダ ミ ー セ ル の 電 源 電 圧 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 ２
の 端 子 は 、 第 ２ の ダ ミ ー プ レ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】
　 そ れ ぞ れ セ ル ト ラ ン ジ ス タ と 強 誘 電 体 キ ャ パ シ タ と を 直 列 接 続 し た も の か ら な る 、 複 数
の メ モ リ セ ル と 、
　 前 記 セ ル ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ る 複 数 の ワ ー ド 線 と 、
　 前 記 メ モ リ セ ル ブ ロ ッ ク に 接 続 さ れ る 複 数 の ビ ッ ト 線 対 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 に 接 続 さ れ 、 前 記 各 ビ ッ ト 線 対 の ビ ッ ト 線 間 の 信 号 差 を 増 幅 す る 複 数 の
増 幅 回 路 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 第 １ の ビ ッ ト 線 の 第 １ の 電 位 を 生 じ る 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有
す る 第 １ の ダ ミ ー セ ル 部 お よ び 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 第 ２ の ビ ッ ト 線 の 第 ２ の 電 位 を 生 ず る 第
２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る 第 ２ の ダ ミ ー セ ル 部 を 含 む ダ ミ ー セ ル 回 路 と 、 を 備 え た
半 導 体 記 憶 装 置 に お い て 、
　 　 前 記 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 １ の 端 子 は 、 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 前
記 第 １ の ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ る と と も に 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 第 １ の ダ ミ ー セ ル の
電 源 電 圧 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 ２ の 端 子 は 、 第 １ の ダ ミ ー
プ レ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ 、
　 　 前 記 第 ２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 １ の 端 子 は 、 第 ３ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 前
記 第 ２ の ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ る と と も に 第 ４ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 第 ２ の ダ ミ ー セ ル の
電 源 電 圧 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 ２ の 端 子 は 、 第 ２ の ダ ミ ー
プ レ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の ビ ッ ト 線 が 参 照 ビ ッ ト 線 で あ る 場 合 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ が 制
御 さ れ 、 前 記 第 ２ の ビ ッ ト 線 が 参 照 ビ ッ ト 線 で あ る 場 合 、 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の ト ラ ン ジ ス
タ が 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 半 導 体 記 憶 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】
　 ス タ ン バ イ 時 に は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 １ の 端 子 は 、 Vssよ り
高 い 第 １ の 電 位 に プ リ チ ャ ー ジ さ れ 、 前 記 選 択 さ れ た 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 ２ の 端 子 は
Vssに プ リ チ ャ ー ジ さ れ 、
　 　 ア ク テ ィ ブ 時 に は 、 選 択 さ れ た 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 １ の 端 子 は 前 記 参 照 ビ ッ
ト 線 に 接 続 さ れ 、 選 択 さ れ た 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 ２ の 端 子 は 、 Vssか ら そ れ よ り
高 い 第 ２ の 電 位 に 引 き 上 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 半 導 体 記 憶 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 願 発 明 に か か る 半 導 体 記 憶 装 置 の 第 １ の 態 様 で は 、 セ ル ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 セ ル ト
ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン 端 子 間 に 並 列 接 続 さ れ た 強 誘 電 体 キ ャ パ シ タ と か ら 構 成 さ
れ る メ モ リ セ ル を 少 な く と も 複 数 個 直 列 接 続 し た も の か ら な る 、 複 数 の メ モ リ セ ル ブ ロ ッ
ク と 、
　 前 記 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ る 複 数 の ワ ー ド 線 と 、
　 前 記 メ モ リ セ ル ブ ロ ッ ク に 接 続 さ れ る 複 数 の ビ ッ ト 線 対 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 に 接 続 さ れ 、 前 記 各 ビ ッ ト 線 対 の ビ ッ ト 線 間 の 信 号 差 を 増 幅 す る 複 数 の
増 幅 回 路 と 、
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　 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 内 、 メ モ リ セ ル の デ ー タ が 読 み 出 さ れ な い 参 照 ビ ッ ト 線 の 電 位 を 発 生
し 、 少 な く と も １ 個 の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る ダ ミ ー セ ル 回 路 と 、 を 有 す る 半 導 体 記
憶 装 置 に お い て 、
　 　 ス タ ン バ イ 時 に は 、 前 記 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 １ の 端 子 は Vssよ り 高 い 第 １ の 電 位
に プ リ チ ャ ー ジ さ れ 、 前 記 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 ２ の 端 子 は Vssに プ リ チ ャ ー ジ さ れ 、
　 　 ア ク テ ィ ブ 時 に は 前 記 第 １ の 端 子 は 、 前 記 参 照 ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 端 子
は Vssか ら そ れ よ り 高 い 第 ２ の 電 位 に 引 き 上 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に か か る 半 導 体 記 憶 装 置 の 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 セ ル ト ラ ン ジ ス タ と 強 誘 電 体 キ
ャ パ シ タ の 直 列 接 続 か ら な る 複 数 の メ モ リ セ ル と 、
　 前 記 セ ル ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ る 複 数 の ワ ー ド 線 と 、
　 前 記 メ モ リ セ ル に 接 続 さ れ る 複 数 の ビ ッ ト 線 対 か ら な る メ モ リ セ ル ア レ イ と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 に 接 続 さ れ 、 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 信 号 差 を 増 幅 す る 複 数 の 増 幅 回 路 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 の １ つ に 、 メ モ リ セ ル の デ ー タ が 読 み 出 さ れ な い 参 照 ビ ッ ト 線 の 電 位 を
発 生 し 、 少 な く と も １ 個 の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る ダ ミ ー セ ル 回 路 と 、 を 有 す る 半 導
体 記 憶 装 置 に お い て 、
　 　 ス タ ン バ イ 時 に は 、 前 記 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 １ の 端 子 は 、 Vssよ り 高 い 第 １ の 電
位 に プ リ チ ャ ー ジ さ れ 、 前 記 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 第 ２ の 端 子 は Vssに プ リ チ ャ ー ジ さ れ
、
　 　 ア ク テ ィ ブ 時 に は 、 前 記 第 １ の 端 子 は 前 記 参 照 ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 端 子
は 、 Vssか ら そ れ よ り 高 い 第 ２ の 電 位 に 引 き 上 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 セ ル ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 セ ル ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン 端 子 間 に 並 列 接 続 さ れ
た 強 誘 電 体 キ ャ パ シ タ と か ら 構 成 さ れ る メ モ リ セ ル を 少 な く と も 複 数 個 直 列 接 続 し た も の
か ら な る 、 複 数 の メ モ リ セ ル ブ ロ ッ ク と 、
　 前 記 セ ル ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ る 複 数 の ワ ー ド 線 と 、
　 前 記 メ モ リ セ ル ブ ロ ッ ク に 接 続 さ れ る 複 数 の ビ ッ ト 線 対 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 に 接 続 さ れ 、 前 記 各 ビ ッ ト 線 対 の ビ ッ ト 線 間 の 信 号 差 を 増 幅 す る 複 数 の
増 幅 回 路 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 第 １ の ビ ッ ト 線 の 第 １ の 電 位 を 生 じ る 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有
す る 第 １ の ダ ミ ー セ ル 部 お よ び 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 第 ２ の ビ ッ ト 線 の 第 ２ の 電 位 を 生 ず る 第
２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る 第 ２ の ダ ミ ー セ ル 部 を 含 む ダ ミ ー セ ル 回 路 と 、 を 備 え た
半 導 体 記 憶 装 置 に お い て 、
　 　 前 記 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 １ の 端 子 は 、 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 前
記 第 １ の ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ る と と も に 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 第 １ の ダ ミ ー セ ル の
電 源 電 圧 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 ２ の 端 子 は 、 第 １ の ダ ミ ー
プ レ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 １ の 端 子 は 、 第 ３ の
ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 前 記 第 ２ の ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ る と と も に 第 ４ の ト ラ ン ジ ス タ を 介
し て 第 ２ の ダ ミ ー セ ル の 電 源 電 圧 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 ２
の 端 子 は 、 第 ２ の ダ ミ ー プ レ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置 。
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【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ れ ぞ れ セ ル ト ラ ン ジ ス タ と 強 誘 電 体 キ ャ パ シ タ と を 直 列 接 続 し た も の か ら な る 、 複 数
の メ モ リ セ ル と 、
　 前 記 セ ル ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ る 複 数 の ワ ー ド 線 と 、
　 前 記 メ モ リ セ ル ブ ロ ッ ク に 接 続 さ れ る 複 数 の ビ ッ ト 線 対 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 に 接 続 さ れ 、 前 記 各 ビ ッ ト 線 対 の ビ ッ ト 線 間 の 信 号 差 を 増 幅 す る 複 数 の
増 幅 回 路 と 、
　 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 第 １ の ビ ッ ト 線 の 第 １ の 電 位 を 生 じ る 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有
す る 第 １ の ダ ミ ー セ ル 部 お よ び 前 記 ビ ッ ト 線 対 の 第 ２ の ビ ッ ト 線 の 第 ２ の 電 位 を 生 ず る 第
２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る 第 ２ の ダ ミ ー セ ル 部 を 含 む ダ ミ ー セ ル 回 路 と 、 を 備 え た
半 導 体 記 憶 装 置 に お い て 、
　 　 前 記 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 １ の 端 子 は 、 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 前
記 第 １ の ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ る と と も に 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 第 １ の ダ ミ ー セ ル の
電 源 電 圧 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 ２ の 端 子 は 、 第 １ の ダ ミ ー
プ レ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ 、
　 　 前 記 第 ２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 １ の 端 子 は 、 第 ３ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 前
記 第 ２ の ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ る と と も に 第 ４ の ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 第 ２ の ダ ミ ー セ ル の
電 源 電 圧 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ の 前 記 第 ２ の 端 子 は 、 第 ２ の ダ ミ ー
プ レ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス タ ン バ イ 時 、 ダ ミ ー セ ル の 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ （ 容 量 Ｃ Ｄ ） の 第 １
の 端 子 に Ｖ Ｄ Ｃ （ ＞ Ｖ Ｓ Ｓ ） 電 位 を 与 え 、 第 ２ の 端 子 に Ｖ Ｓ Ｓ を 与 え 、 即 ち 、 常 誘 電 体 キ
ャ パ シ タ 両 端 に 電 圧 Ｖ Ｄ Ｃ を 印 加 し て 、 Ｃ Ｄ × Ｖ Ｄ Ｃ の 電 荷 を 保 持 さ せ る 。 動 作 時 、 Ｖ ｓ
ｓ に プ リ チ ャ ー ジ し て お い た 参 照 ビ ッ ト 線 （ 容 量 Ｃ Ｂ ） と 第 １ の 端 子 を 接 続 し て 、 常 誘 電
体 キ ャ パ シ タ に 蓄 え て お い た 電 荷 を 参 照 ビ ッ ト 線 側 に 放 出 す る 。 そ の 後 、 第 ２ の 端 子 の 電
位 を Ｖ ｓ ｓ か ら Ｖ Ｄ Ｃ ’ に 上 げ る こ と に よ り 、 キ ャ パ シ タ カ ッ プ リ ン グ に よ り 、 Ｃ Ｄ × Ｖ
Ｄ Ｃ ’ の 電 荷 分 が 発 生 し 、 こ の 電 荷 を 参 照 ビ ッ ト 線 と 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ で 分 配 す る 動 作
と な る 。 結 果 と し て 、 参 照 ビ ッ ト 線 電 位 は 総 電 荷 ＝ （ Ｃ Ｄ × Ｖ Ｄ Ｃ ’ ＋ Ｃ Ｄ × Ｖ Ｄ Ｃ ） を
負 荷 容 量 （ Ｃ Ｄ ＋ Ｃ Ｂ ） で 割 っ た 値 と な り 、 Ｖ Ｄ Ｃ ＝ Ｖ Ｄ Ｃ ’ の 場 合 Ｖ ｒ ｅ ｆ ’ ＝ （ ２ Ｃ
Ｄ × Ｖ Ｄ Ｃ ） ／ （ Ｃ Ｄ ＋ Ｃ Ｂ ） ＝ ２ Ｖ ｒ ｅ ｆ ＝ ２ × （ Ｃ Ｄ × Ｖ Ｄ Ｃ ） ／ （ Ｃ Ｄ ＋ Ｃ Ｂ ） と
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な り 、 従 来 の ダ ミ ー セ ル 方 式 の Ｖ ｒ ｅ ｆ ＝ （ Ｃ Ｄ × Ｖ Ｄ Ｃ ） ／ （ Ｃ Ｄ ＋ Ｃ Ｂ ） に 比 べ 、 同
じ 常 誘 電 体 キ ャ パ シ タ 容 量 で ２ 倍 の 参 照 ビ ッ ト 線 電 位 が 発 生 出 来 る 。 逆 の 目 で 見 る と 、 １
／ ２ Ｖ ａ ａ ＝ １ ／ ２ Ｖ Ｄ Ｃ の 参 照 ビ ッ ト 線 電 位 を 発 生 さ せ る の に 、 従 来 方 式 で は 、 Ｃ Ｄ ＝
Ｃ Ｂ 時 、 Ｖ ｒ ｅ ｆ ＝ １ ／ ２ Ｖ Ｄ Ｃ に な り 大 き な Ｃ Ｄ 値 が 必 要 で あ っ た が 、 本 発 明 で は 、 Ｃ
Ｄ ＝ １ ／ ３ Ｃ Ｂ 時 、 Ｖ ｒ ｅ ｆ ’ ＝ １ ／ ２ Ｖ Ｄ Ｃ と な り 、 従 来 方 式 の 僅 か １ ／ ３ の 面 積 の ダ
ミ ー キ ャ パ シ タ で 済 み 、 大 幅 な チ ッ プ サ イ ズ の 縮 小 が 可 能 と な る 。 ま た 、 従 来 方 式 で は １
／ ２ Ｖ Ｄ Ｃ よ り 大 き な 電 位 を 発 生 す る に は 、 Ｃ Ｂ ＜ Ｃ Ｄ な 為 、 負 荷 容 量 と し て Ｃ Ｄ 自 身 が
影 響 を 与 え る た め 、 電 位 を 発 生 す る の が 困 難 で あ っ た が 、 本 発 明 に お い て は 、 Ｃ Ｄ ＝ Ｃ Ｂ
時 、 Ｖ ｒ ｅ ｆ ’ ＝ Ｖ Ｄ Ｃ ＝ Ｖ ａ ａ と 大 き な 電 位 を 発 生 出 来 る 。 本 方 式 に よ り 、 バ ラ ツ キ 、
変 形 等 が 起 こ り 動 作 マ ー ジ ン の 減 る 強 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 用 い る こ と 無 く 、 強 誘 電 体 メ モ
リ が 実 現 で き る し 、 プ レ ー ト を ２ 度 上 下 さ せ る こ と 無 く 、 小 さ な ダ ミ ー キ ャ パ シ タ 面 積 で
、 強 誘 電 体 メ モ リ が 実 現 で き る た め 、 高 速 動 作 が 可 能 と な る 。 勿 論 本 発 明 は 、 従 来 型 の 強
誘 電 体 メ モ リ に も 適 用 出 来 る し 、 先 願 の 強 誘 電 体 メ モ リ に も 適 用 で き る 。
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